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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第57期
第１四半期
連結累計期間

第58期
第１四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

営業収益 (千円) 3,410,100 3,352,674 14,240,005

経常利益 (千円) 62,122 17,781 201,903

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 33,425 20,213 67,668

四半期包括利益または包括利益 (千円) 54,077 16,885 59,644

純資産額 (千円) 4,692,975 4,670,482 4,673,937

総資産額 (千円) 17,885,956 19,248,822 18,381,041

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.06 4.27 14.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.01 4.25 14.20

自己資本比率 (％) 25.3 23.3 24.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 連結経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替相場や株式市場の不安定な動きなどを背景に、企業収益の

停滞感が懸念されるなか、節約志向による個人消費の低迷と中国を始めとする新興国や資源国の景気減速に加え、英

国のＥＵ離脱決定の影響などもあり、依然として先行き不透明な状況が続きました。

このような経営環境のなかで当社グループは、各事業分野において顧客ニーズに対応したソリューション型の営業

活動及びＣＳ（顧客満足）活動を推進し、継続した３ＰＬ（企業物流の包括的受託）事業案件やアウトソーシング案

件の獲得と自社設備の効率的稼働及び原価低減努力を推し進めてまいりました。また、運送事業においては関東地区

での国際貨物輸送獲得の基盤を強化し、倉庫事業においてはトランクルーム事業及びレコードマネジメントサービス

の事業拡張に向けた新たな取り組みを実施してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は、乗用車販売事業において新車及び中古車販売台数が増加し、

また、車検・修理等のサービス部門の取扱いも増加しましたが、運送事業において国内出荷量の低下による既存顧客

の受注高が減少したことと不動産事業において販売物件が減少したことなどにより、3,352百万円（対前年同四半期

比98.3％）となりました。利益面におきましては、運送事業及び倉庫事業において輸送車両・物流機器の代替等によ

る減価償却費や倉庫メンテナンス費用が増加したことと採石事業に関わる先行投資の増加などにより、営業利益は、

38百万円（対前年同四半期比43.0％）となりました。経常利益においては、補助金収入の減少と為替差損の計上など

により、17百万円（対前年同四半期比28.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、20百万円（対前年同四半期

比60.5％）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①　運送事業

運送事業につきましては、化学製品、精密機械等の輸送量が増加しましたが、食品及び農業機械等の輸送量が

減少したことにより、営業収益は1,088百万円（対前年同四半期比98.2％）となりました。営業利益は、人件費

の増加とドライバー不足等に起因する外注費の上昇及び輸送車両の代替による減価償却費の増加などにより、11

百万円（対前年同四半期比35.1％）となりました。
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②　倉庫事業

倉庫事業につきましては、建設関連貨物、情報管理サービス等の取扱高が増加しましたが、農業機械及び総合

カタログギフト等の取扱高が減少したことにより、営業収益は前年同期横這いの625百万円（対前年同四半期比

100.6％）となりました。営業利益は、倉庫メンテナンス費用と物流機器の代替による減価償却費の増加などに

より、116百万円（対前年同四半期比89.2％）となりました。

③　乗用車販売事業

乗用車販売事業につきましては、新車及び中古車販売台数の増加に加え、車検・修理等のサービス部門の取扱

いも増加したことにより、営業収益は1,520百万円（対前年同四半期比104.6％）となりました。営業利益は、増

収効果により、19百万円（対前年同四半期比132.3％）となりました。

④　金融事業

金融事業につきましては、グループ会社間のリースアップ物件が増加したことにより、営業収益は10百万円

（対前年同四半期比66.0％）となりました。営業利益は、減収の影響により、０百万円（対前年同四半期比

31.2％）となりました。

⑤　再生可能エネルギー事業

再生可能エネルギー事業につきましては、日射量の減少に加え、太陽光発電装置のメンテナンスのため稼働日

数が減少したことにより、営業収益は68百万円（対前年同四半期比90.3％）となりました。営業利益は、26百万

円（対前年同四半期比71.9％）となりました。

⑥　その他の事業

その他の事業につきましては、物流機器等の販売は増加しましたが、不動産事業において販売物件が減少した

ことなどにより、営業収益は75百万円（対前年同四半期比44.6％）となりました。営業損益は、今秋開始予定の

採石事業に関わる先行投資の増加などにより、36百万円の損失（前年同期は27百万円の損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて4.7％増加し、19,248百万円となりまし

た。流動資産は、前連結会計年度末に比べて15.0％増加し、5,998百万円となりました。これは、現金及び預金が

563百万円増加したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、13,250百万円とな

りました。これは、有形固定資産が41百万円増加したことなどによります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.4％増加し、14,578百万円となりまし

た。流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.7％増加し、6,475百万円となりました。これは、１年内返済予定の

長期借入金が126百万円増加したことなどによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて10.4％増加し、

8,102百万円となりました。これは、長期借入金が662百万円増加したことなどによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％減少し、4,670百万円となりまし

た。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,712,000

計 21,712,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)(平
成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所
名または登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,651,000 5,651,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード)

完全議決権株式であり権利内容
に何ら限定のない当社における
標準となる株式です。
単元株式数は、1,000株です。

計 5,651,000 5,651,000 ―――― ――――
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 5,651,000 ― 1,262,736 ― 1,178,496
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

914,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,733,000
4,733 同上

単元未満株式
普通株式

4,000
― 同上

発行済株式総数 5,651,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,733 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式406株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
センコン物流㈱

宮城県名取市下余田
字中荷672―１

914,000 ― 914,000 16.17

計 ― 914,000 ― 914,000 16.17
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,806,499 2,369,789

  受取手形及び営業未収入金 1,492,968 1,449,941

  商品 913,241 885,769

  貯蔵品 42,734 50,470

  その他 999,337 1,287,924

  貸倒引当金 △38,927 △45,175

  流動資産合計 5,215,854 5,998,720

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,597,870 3,587,984

   機械装置及び運搬具（純額） 1,989,009 1,984,591

   土地 4,932,775 4,940,502

   建設仮勘定 686,100 739,751

   その他（純額） 319,519 313,472

   有形固定資産合計 11,525,275 11,566,302

  無形固定資産 60,395 58,131

  投資その他の資産   

   その他 1,609,895 1,656,027

   貸倒引当金 △30,379 △30,359

   投資その他の資産合計 1,579,516 1,625,667

  固定資産合計 13,165,187 13,250,101

 資産合計 18,381,041 19,248,822
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び営業未払金 1,701,656 1,550,168

  短期借入金 1,442,000 732,500

  1年内返済予定の長期借入金 1,943,362 2,069,649

  リース債務 134,669 149,218

  未払法人税等 90,602 19,766

  賞与引当金 106,150 174,750

  役員賞与引当金 30,000 -

  災害損失引当金 21,681 21,681

  その他 896,706 1,758,192

  流動負債合計 6,366,827 6,475,927

 固定負債   

  長期借入金 6,175,941 6,838,731

  リース債務 641,034 706,597

  役員退職慰労引当金 140,703 142,670

  退職給付に係る負債 213,892 215,645

  資産除去債務 39,350 39,474

  その他 129,355 159,292

  固定負債合計 7,340,276 8,102,412

 負債合計 13,707,104 14,578,340

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,262,736 1,262,736

  資本剰余金 1,188,979 1,188,979

  利益剰余金 2,629,731 2,633,049

  自己株式 △603,693 △603,693

  株主資本合計 4,477,754 4,481,071

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △3,560 △12,263

  為替換算調整勘定 13,983 15,585

  退職給付に係る調整累計額 7,766 7,635

  その他の包括利益累計額合計 18,189 10,957

 新株予約権 25,342 23,272

 非支配株主持分 152,651 155,179

 純資産合計 4,673,937 4,670,482

負債純資産合計 18,381,041 19,248,822
 

 

 

 

EDINET提出書類

センコン物流株式会社(E04215)

四半期報告書

 9/17



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業収益 3,410,100 3,352,674

営業原価 2,874,266 2,871,987

営業総利益 535,833 480,686

販売費及び一般管理費 446,368 442,261

営業利益 89,464 38,425

営業外収益   

 受取利息 6,636 7,306

 受取配当金 7,546 3,392

 受取保険金 5,000 -

 補助金収入 8,150 350

 持分法による投資利益 - 10,611

 その他 8,200 4,432

 営業外収益合計 35,533 26,092

営業外費用   

 支払利息 25,356 23,678

 投資有価証券売却損 1,373 -

 持分法による投資損失 29,546 -

 貸倒引当金繰入額 - 5,000

 為替差損 - 15,209

 その他 6,599 2,848

 営業外費用合計 62,876 46,736

経常利益 62,122 17,781

特別利益   

 固定資産売却益 5,588 2,053

 投資有価証券売却益 10,171 -

 新株予約権戻入益 - 2,069

 退職給付制度改定益 24,419 -

 その他 1,139 -

 特別利益合計 41,318 4,123

特別損失   

 固定資産除却損 0 244

 特別損失合計 0 244

税金等調整前四半期純利益 103,440 21,660

法人税、住民税及び事業税 31,346 16,054

法人税等調整額 36,588 △18,510

法人税等合計 67,934 △2,456

四半期純利益 35,506 24,116

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,080 3,903

親会社株主に帰属する四半期純利益 33,425 20,213
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 35,506 24,116

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,316 △8,702

 為替換算調整勘定 641 1,602

 退職給付に係る調整額 14,613 △131

 その他の包括利益合計 18,571 △7,231

四半期包括利益 54,077 16,885

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 51,996 12,981

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,080 3,903
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下「回収

可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理

の方法の一部を見直しております。

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第

１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適用した場合の

繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

　　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（流動資産）が４百万円、繰延税金資産

（投資その他の資産）が14百万円、利益剰余金が18百万円増加しております。

 

　(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

減価償却費 141,961千円 158,944千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 35,524 7.5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 35,524 7.5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

運送事業 倉庫事業
乗用車
販売事業

金融事業
再生可能
エネル
ギー事業

その他の
事業

計

営業収益          

  外部顧客への営業収益 1,105,841 606,534 1,453,144 1,019 76,230 167,329 3,410,100 ― 3,410,100

  セグメント間の内部
　営業収益または振替高

1,650 15,751 ― 15,433 ― 2,643 35,478 △35,478 ―

計 1,107,491 622,285 1,453,144 16,453 76,230 169,972 3,445,578 △35,478 3,410,100

セグメント利益または
損失(△)

33,401 131,133 14,985 1,662 36,764 △27,874 190,072 △100,608 89,464
 

(注) １　セグメント利益の調整額△100,608千円は、セグメント間取引消去2,011千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△102,619千円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費用であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

運送事業 倉庫事業
乗用車
販売事業

金融事業
再生可能
エネル
ギー事業

その他の
事業

計

営業収益          

  外部顧客への営業収益 1,087,746 609,315 1,520,634 860 68,827 65,290 3,352,674 ― 3,352,674

  セグメント間の内部
　営業収益または振替高

320 16,454 24 10,003 ― 10,502 37,304 △37,304 ―

計 1,088,066 625,769 1,520,658 10,863 68,827 75,793 3,389,978 △37,304 3,352,674

セグメント利益または
損失(△)

11,714 116,935 19,829 518 26,428 △36,466 138,960 △100,535 38,425
 

(注) １　セグメント利益の調整額△100,535千円は、セグメント間取引消去5,056千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△105,592千円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費用であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ７円06銭 ４円27銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 33,425 20,213

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

33,425 20,213

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,736,594 4,736,594

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円01銭 ４円25銭

    (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) 31,114 21,554

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月10日

センコン物流株式会社

取締役会  御中

 

清和監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   戸   谷   英   之   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   市   川   裕   之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセンコン物流株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、センコン物流株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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